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母なる地球――。
人間は、自然に畏敬の念を表し、その恩恵に感謝しながら生きてきた。
多種多様な生物の存在は、自然の恵みの源だ。しかし、限りある地球上のスペースで加速する
人間の経済活動に伴って、多くの動物が絶滅の危機に追いやられている。
人間と動物が共生できる未来をつくる第一歩は、今ある暮らしを見つめ直すことから始まる。

分
が
外
国
人
観
光
客
だ
。
地
元
の
人
は
、
た
と
え
希
少
な

野
生
動
物
と
近
い
場
所
で
暮
ら
し
て
い
て
も
、
そ
の
重
要

性
を
意
外
と
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
。

　
ま
た
、
地
元
の
人
々
と
の
共
存
と
い
う
課
題
が
あ
る
一

方
で
、
国
際
的
な
組
織
な
ど
が
絡
む
密
猟
・
密
漁
な
ど
の

問
題
も
依
然
と
し
て
深
刻
だ
。

　「
日
本
で
は
、
野
生
の
ト
キ
が
絶
滅
し
ま
し
た
。
ト
キ
の

場
合
は
、
農
薬
が
減
少
の
大
き
な
要
因
だ
っ
た
よ
う
に
、

動
物
が
姿
を
消
す
の
に
は
、
必
ず
理
由
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
一
つ
一
つ
考
え
、
手
遅
れ
に
な
る
前
に
、
社
会
全
体

で
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
」
と
米
田
さ
ん

は
指
摘
す
る
。

　
人
間
が
動
物
を
管
理
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
豊

か
な
自
然
の
営
み
を
助
け
、
そ
の
〝
お
こ
ぼ
れ
〞
に
あ
ず

か
る
。
そ
ん
な
日
本
ら
し
い
謙
虚
な
精
神
で
自
然
と
向
き

合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

取材協力 : 一般財団法人自然環境研究センター 研究主幹 米田久美子

絶
滅
危
惧
種
を
救
え
！

日
本
の
取
り
組
み

世
界
各
地
に
は
、
絶
滅
に
ひ
ん
す
る
野
生
生
物
が
数
多
く
存
在
す
る
。

危
機
の
原
因
は
、
生
息
環
境
の
破
壊
や
密
猟
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
だ
。

日
本
は
、
そ
う
し
た
動
物
た
ち
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
人
々
が
自
然
や
動
物
と
共
に
生
き
る

環
境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。アルバニア

イラン

3 レッサーパンダ

7 ニシハイイロペリカン

インド

■：CR　絶滅危惧ⅠA類
■：EN　絶滅危惧ⅠB類
■：VU　絶滅危惧Ⅱ類
■：NT　準絶滅危惧種

生
物
多
様
性
は

自
然
の
恵
み
を
生
み
出
す
基
盤

自
然
の
恵
み
を
享
受
す
る

共
に
生
き
る
と
い
う
こ
と

　
暑
さ
も
い
よ
い
よ
本
番
を
迎
え
た
８
月
。
抜
け
る
よ
う

な
青
空
と
真
っ
白
な
入
道
雲
が
、
人
々
を
海
水
浴
や
ア
ウ

ト
ド
ア
へ
と
誘
い
出
す
。
大
自
然
と
の
触
れ
合
い
は
、
生

き
物
た
ち
と
の
出
会
い
の
場
で
も
あ
る
。
生
き
物
の
息
吹

を
間
近
で
感
じ
る
体
験
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人

に
と
っ
て
も
発
見
の
連
続
だ
。
そ
ん
な
発
見
の
喜
び
は
、

命
を
愛
で
る
心
を
育
む
と
と
も
に
、
私
た
ち
が
自
然
に
生

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

　
し
か
し
、
人
間
が
日
々
の
暮
ら
し
を
維
持
し
、
経
済
成

長
を
追
い
求
め
る
中
で
、
動
物
た
ち
の
す
み
か
は
少
し
ず

つ
侵
食
さ
れ
て
き
た
。
国
際
自
然
保
護
連
合
（
I
U
C
N
）

は
、「
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
種
の
リ
ス
ト
（
通
称
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
）」
の
中
で
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
高
い
種
が
、
動

物
だ
け
で
１
万
種
以
上
い
る
と
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
、
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
や
ク
ロ
サ
イ
、
ト
ラ
、
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
パ
ン
ダ
な
ど
、
誰
も
が
知
る
動
物
も
含
ま
れ
る
。

　
２
０
０
２
年
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
た
生

物
多
様
性
条
約
第
６
回
締
約
国
会
議
（
C
O
P
６
）
で
、

国
際
社
会
は
、「
現
在
の
生
物
多
様
性
の
損
失
速
度
を
２

０
１
０
年
ま
で
に
顕
著
に
減
少
さ
せ
る
」
こ
と
を
合
意
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
〝
２
０
１
０
年
目
標
〞
は
、
各
国
に

具
体
的
な
行
動
を
促
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
達

成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
２
０
１
０
年
に
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た

C
O
P
10
で
は
、
ま
ず
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
の
中
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
。
そ
の
実
現
過
程
と
し
て
、
生
物
多
様

性
損
失
の
根
本
的
な
原
因
へ
の
対
処
や
、
持
続
可
能
な
利

用
促
進
な
ど
に
関
し
て
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ

き
20
の
目
標
を
定
め
た
。
そ
れ
ら
は
、
開
催
地
に
ち
な
ん

で
愛
知
目
標
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
で
も
、
海
と
陸
の
環
境
や

生
物
の
保
全
・
持
続
可
能
な
利
用
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら

れ
る
な
ど
、
生
物
多
様
性
へ
の
注
目
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　「
S
D
G
s
が
掲
げ
る
17
の
目
標
は
、
人
間
の
生
活
に

焦
点
を
当
て
た
開
発
目
標
で
す
が
、
そ
の
実
現
と
生
物
多

様
性
の
保
全
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
」。
そ
う
指
摘

す
る
の
は
、
一
般
財
団
法
人
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
の

研
究
主
幹
で
獣
医
師
の
米
田
久
美
子
さ
ん
だ
。

　
生
物
多
様
性
を
守
る
こ
と
が
、
な
ぜ
人
間
の
生
活
に
と

っ
て
重
要
な
の
か
。
そ
れ
を
結
び
付
け
る
も
の
が
〝
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
〞だ
と
米
田
さ
ん
は
指
摘
す
る
。「
私
た
ち
は
、

自
然
界
か
ら
肉
や
魚
な
ど
の
食
料
を
得
た
り
、
切
り
出
し

た
材
木
で
家
を
建
て
た
り
し
ま
す
よ
ね
。〝
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
〞
と
は
、
そ
う
し
た
〝
自
然
の
恵
み
〞
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。
小
さ
な
土
壌
生
物
か
ら
大
き
な
哺
乳
類
ま
で
、

多
様
な
生
物
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
自
然
の
恵
み
を
享
受
で
き
る
の
で
す
」。

　
し
か
し
、
た
だ
動
物
を
守
れ
ば
い
い
、
と
い
う
問
題
で

は
な
い
。
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
野
生
動
物
が
豊
富
な
地
域
で

は
、
例
え
ば
、
ゾ
ウ
が
畑
を
荒
ら
し
た
り
、
時
に
は
人
に

危
害
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
だ
。
日
本
で
は

動
物
園
の
人
気
者
で
も
、
そ
の
生
息
地
の
人
々
に
と
っ
て

は
、
生
活
を
脅
か
す
〝
害
獣
〞
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　
米
田
さ
ん
は
、
ザ
ン
ビ
ア
の
国
立
公
園
で
野
生
動
物
の

保
護
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
経
験
か
ら
、
開
発

途
上
国
で
は
人
間
の
生
活
を
二
の
次
に
し
て
動
物
の
保
全

を
訴
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
強
調
す
る
。「
人
間
と
野

生
動
物
が
限
ら
れ
た
土
地
で
共
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
地

元
の
人
々
の
意
見
に
基
づ
い
た
共
生
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
害
獣
だ
か
ら
と
簡
単
に
命
を
奪
う
の

で
は
な
く
、
観
光
資
源
に
生
か
す
方
法
を
一
緒
に
考
え
る

な
ど
、
現
金
収
入
を
得
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
な

の
で
す
」。

　
特
に
、
開
発
途
上
国
で
は
動
物
園
を
訪
れ
る
人
の
大
部
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EN

羽の色が美しく、人になつきやすく言葉を覚えるほど賢いことから
ペットとしても人気のインコ。そのために密猟されることも多く、グ
アテマラでは野生のミドリコンゴウインコは絶滅してしまっている。

コスタリカ

ネコ科動物としてはアメリカ大陸最大で、熱帯雨林の王者ともいえ
るジャガー。しかし、森林が減ることで獲物の数が少なくなり、生息
数が激減している。

9 ジャガー 8 ミドリコンゴウインコ
コスタリカ

NT

カメの中でも最も美味とされ、乱獲の対象となったアオウミガメ。
今は多くの国で捕獲禁止になっているが、他の魚と共に漁網に掛
かってしまったり、ビニールなどのごみを誤って食べてしまったり
と、人間の活動が今も悪影響を与えている。

4 アオウミガメ
イラン
（ゲシュム島）
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かつて東アジアの広い範囲で生息し、日本でも珍しくなかったト
キ。しかし、乱獲などにより激減、絶滅の危機にひんしていて、日本
でも一度は野生から絶滅。日本と中国は1985年からトキの保護と
増殖で協力を続けてきた。徐々に野生の個体数が増えてきた中国
で、地域住民の生活とトキの生存を両立させるための日中協力プ
ロジェクトが展開された。

国内の動物園で、ユーモラスな立ち姿が話題になったレッサーパ
ンダ。実は、生息地の消失や毛皮などを目的とする密猟が原因で、
野生での生息数が減少している。個体を保護するだけでなく、レッ
サーパンダが生息する環境を守り、地域全体の生物多様性を維持
することが重要だ。

かつてはドイツから東欧にかけての湿地帯に多数生息していた、
世界最大のペリカン。繁殖地だった湿地の干拓が進み、現在の生
息数は1万5,000羽を下回っていると見られる。湿地の保全は、ペリ
カンはもちろん、他の水鳥や、湿地に生息するさまざまな生き物を
守ることにつながる。 →Ｐ8

イケメンゴリラ「シャバーニ」で話題のニシローランドゴリラは、西
アフリカの密林地帯の住人だ。しかし、森林破壊や密猟が原因で、
野生生息数は20万個体以下に減っている。その生息地域の一つ
で、国土の１割以上が国立公園に指定されているガボンでは、エコ
ツーリズムを通じて野生生物と人が共生し、ゴリラをはじめとした
野生動物を守る試みが続く。

水草を食べて生きる水生の哺乳類、マナティー。その中で最も小さ
いアマゾンマナティーは、南米の河川にすむ。小さいといっても、体
長2.8メートル、体重400キロ前後もあり、肉や皮などを目的に乱獲
されたことが原因で大きく数が減ってしまった。保護が始まった今で
も、周囲の森の開発などが進んでおり、生息環境の改善も不可欠だ。

「森の人」オランウータンの生息数は、過去100年間で80％減少し
たといわれる。主な原因は、オイルパームなどのプランテーション
開拓や違法伐採による森林の減少だ。近年は生息地であるインド
ネシアやマレーシアで森林火災が増え、オランウータンの生活の場
はさらに失われつつある。オランウータンはボルネオ島やスマトラ
島における森の象徴だが、一方で地域住民と生活の場を共有して
いるため、人と森の共存が必要だ。

→Ｐ8
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高
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が
自
然
に
生

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

　
し
か
し
、
人
間
が
日
々
の
暮
ら
し
を
維
持
し
、
経
済
成

長
を
追
い
求
め
る
中
で
、
動
物
た
ち
の
す
み
か
は
少
し
ず

つ
侵
食
さ
れ
て
き
た
。
国
際
自
然
保
護
連
合
（
I
U
C
N
）

は
、「
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
種
の
リ
ス
ト
（
通
称
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
）」
の
中
で
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
高
い
種
が
、
動

物
だ
け
で
１
万
種
以
上
い
る
と
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
、
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
や
ク
ロ
サ
イ
、
ト
ラ
、
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
パ
ン
ダ
な
ど
、
誰
も
が
知
る
動
物
も
含
ま
れ
る
。

　
２
０
０
２
年
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
た
生

物
多
様
性
条
約
第
６
回
締
約
国
会
議
（
C
O
P
６
）
で
、

国
際
社
会
は
、「
現
在
の
生
物
多
様
性
の
損
失
速
度
を
２

０
１
０
年
ま
で
に
顕
著
に
減
少
さ
せ
る
」
こ
と
を
合
意
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
〝
２
０
１
０
年
目
標
〞
は
、
各
国
に

具
体
的
な
行
動
を
促
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
達

成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
２
０
１
０
年
に
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た

C
O
P
10
で
は
、
ま
ず
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
の
中
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
。
そ
の
実
現
過
程
と
し
て
、
生
物
多
様

性
損
失
の
根
本
的
な
原
因
へ
の
対
処
や
、
持
続
可
能
な
利

用
促
進
な
ど
に
関
し
て
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ

き
20
の
目
標
を
定
め
た
。
そ
れ
ら
は
、
開
催
地
に
ち
な
ん

で
愛
知
目
標
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
で
も
、
海
と
陸
の
環
境
や

生
物
の
保
全
・
持
続
可
能
な
利
用
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら

れ
る
な
ど
、
生
物
多
様
性
へ
の
注
目
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　「
S
D
G
s
が
掲
げ
る
17
の
目
標
は
、
人
間
の
生
活
に

焦
点
を
当
て
た
開
発
目
標
で
す
が
、
そ
の
実
現
と
生
物
多

様
性
の
保
全
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
」。
そ
う
指
摘

す
る
の
は
、
一
般
財
団
法
人
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
の

研
究
主
幹
で
獣
医
師
の
米
田
久
美
子
さ
ん
だ
。

　
生
物
多
様
性
を
守
る
こ
と
が
、
な
ぜ
人
間
の
生
活
に
と

っ
て
重
要
な
の
か
。
そ
れ
を
結
び
付
け
る
も
の
が
〝
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
〞だ
と
米
田
さ
ん
は
指
摘
す
る
。「
私
た
ち
は
、

自
然
界
か
ら
肉
や
魚
な
ど
の
食
料
を
得
た
り
、
切
り
出
し

た
材
木
で
家
を
建
て
た
り
し
ま
す
よ
ね
。〝
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
〞
と
は
、
そ
う
し
た
〝
自
然
の
恵
み
〞
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。
小
さ
な
土
壌
生
物
か
ら
大
き
な
哺
乳
類
ま
で
、

多
様
な
生
物
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
自
然
の
恵
み
を
享
受
で
き
る
の
で
す
」。

　
し
か
し
、
た
だ
動
物
を
守
れ
ば
い
い
、
と
い
う
問
題
で

は
な
い
。
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
野
生
動
物
が
豊
富
な
地
域
で

は
、
例
え
ば
、
ゾ
ウ
が
畑
を
荒
ら
し
た
り
、
時
に
は
人
に

危
害
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
だ
。
日
本
で
は

動
物
園
の
人
気
者
で
も
、
そ
の
生
息
地
の
人
々
に
と
っ
て

は
、
生
活
を
脅
か
す
〝
害
獣
〞
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　
米
田
さ
ん
は
、
ザ
ン
ビ
ア
の
国
立
公
園
で
野
生
動
物
の

保
護
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
経
験
か
ら
、
開
発

途
上
国
で
は
人
間
の
生
活
を
二
の
次
に
し
て
動
物
の
保
全

を
訴
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
強
調
す
る
。「
人
間
と
野

生
動
物
が
限
ら
れ
た
土
地
で
共
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
地

元
の
人
々
の
意
見
に
基
づ
い
た
共
生
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
害
獣
だ
か
ら
と
簡
単
に
命
を
奪
う
の

で
は
な
く
、
観
光
資
源
に
生
か
す
方
法
を
一
緒
に
考
え
る

な
ど
、
現
金
収
入
を
得
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
な

の
で
す
」。

　
特
に
、
開
発
途
上
国
で
は
動
物
園
を
訪
れ
る
人
の
大
部
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EN

VU

ガボン

6 アマゾンマナティー

1 ニシローランドゴリラ

ブラジル

VU

CR

インドネシア

5 トキ

2 ボルネオオランウータン

中国
（陝西省・河南省）

EN

羽の色が美しく、人になつきやすく言葉を覚えるほど賢いことから
ペットとしても人気のインコ。そのために密猟されることも多く、グ
アテマラでは野生のミドリコンゴウインコは絶滅してしまっている。

コスタリカ

ネコ科動物としてはアメリカ大陸最大で、熱帯雨林の王者ともいえ
るジャガー。しかし、森林が減ることで獲物の数が少なくなり、生息
数が激減している。

9 ジャガー 8 ミドリコンゴウインコ
コスタリカ

NT

カメの中でも最も美味とされ、乱獲の対象となったアオウミガメ。
今は多くの国で捕獲禁止になっているが、他の魚と共に漁網に掛
かってしまったり、ビニールなどのごみを誤って食べてしまったり
と、人間の活動が今も悪影響を与えている。

4 アオウミガメ
イラン
（ゲシュム島）

EN

VU

かつて東アジアの広い範囲で生息し、日本でも珍しくなかったト
キ。しかし、乱獲などにより激減、絶滅の危機にひんしていて、日本
でも一度は野生から絶滅。日本と中国は1985年からトキの保護と
増殖で協力を続けてきた。徐々に野生の個体数が増えてきた中国
で、地域住民の生活とトキの生存を両立させるための日中協力プ
ロジェクトが展開された。

国内の動物園で、ユーモラスな立ち姿が話題になったレッサーパ
ンダ。実は、生息地の消失や毛皮などを目的とする密猟が原因で、
野生での生息数が減少している。個体を保護するだけでなく、レッ
サーパンダが生息する環境を守り、地域全体の生物多様性を維持
することが重要だ。

かつてはドイツから東欧にかけての湿地帯に多数生息していた、
世界最大のペリカン。繁殖地だった湿地の干拓が進み、現在の生
息数は1万5,000羽を下回っていると見られる。湿地の保全は、ペリ
カンはもちろん、他の水鳥や、湿地に生息するさまざまな生き物を
守ることにつながる。 →Ｐ8

イケメンゴリラ「シャバーニ」で話題のニシローランドゴリラは、西
アフリカの密林地帯の住人だ。しかし、森林破壊や密猟が原因で、
野生生息数は20万個体以下に減っている。その生息地域の一つ
で、国土の１割以上が国立公園に指定されているガボンでは、エコ
ツーリズムを通じて野生生物と人が共生し、ゴリラをはじめとした
野生動物を守る試みが続く。

水草を食べて生きる水生の哺乳類、マナティー。その中で最も小さ
いアマゾンマナティーは、南米の河川にすむ。小さいといっても、体
長2.8メートル、体重400キロ前後もあり、肉や皮などを目的に乱獲
されたことが原因で大きく数が減ってしまった。保護が始まった今で
も、周囲の森の開発などが進んでおり、生息環境の改善も不可欠だ。

「森の人」オランウータンの生息数は、過去100年間で80％減少し
たといわれる。主な原因は、オイルパームなどのプランテーション
開拓や違法伐採による森林の減少だ。近年は生息地であるインド
ネシアやマレーシアで森林火災が増え、オランウータンの生活の場
はさらに失われつつある。オランウータンはボルネオ島やスマトラ
島における森の象徴だが、一方で地域住民と生活の場を共有して
いるため、人と森の共存が必要だ。

→Ｐ8

CR

日本が支援している地域

高

絶滅のおそれ 凡例

種類 支援地域

動物絶滅の
おそれの
程度
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